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NPO会計／テキスト	 ８月下旬配本予定	 初ご案内

NPOが重要となる時代、その活動を支えるお金の面から考える

非営利組織の活動と支援のための
会計実務の基礎知識[仮]
寄付・遺贈・クラウドファンディング
石津寿惠（明治大学教授） 編著

　個々人が置かれている状況や意識の多様化が一層進む中、かつてのように、社会的問題が生じた時

に、画一的な公的サービスに頼り切る時代は終わりを告げつつある。

　非営利組織は社会をより良くするというミッションを持ち、高齢者・障碍者などの社会的弱者のケ

ア、被災地支援、教育の普及など、公的サービスでは十分にカバーできないさまざまな公益サービス

を提供しており、その重要性が増している。

　本書は、「お金」という切り口から、非営利組織という組織体について理解を深め、その支援の際の

意思決定に役立つ考え方を学べるよう執筆、編集された入門書である。お金に注目するのは、活動の

裏側には必ずお金が絡んでおり、その活動を理解する上では、お金の動きを表す財務諸表を読みこな

すことが重要だからである。

　本書は４部からなり、Ⅰ部は非営利組織全体の基礎知識、Ⅱ部は企業会計の概略を押さえた上で種々

の非営利法人の会計を、事例を元に解説する。Ⅲ部は寄付や遺贈に際しての優遇税制などをまとめて

いる。Ⅳ部は発展的内容として、国や地方公共団体の会計やふるさと納税、起業を扱う。

　非営利組織への寄付には自分の思いや意思を反映させることができるため、同様に市民が支出し、

集めたお金を公益サービスを投じる税と比べ、社会を変える力が強いとも考えることができる。主体

的に社会に関わることが求められる時代に、学ぶべき内容がまとまっている。
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はじめに　「お金」の面からのアプローチ
第１章　非営利組織・会計の概要
第２章　情報開示の必要性と情報の入手
第３章　活動支援の方法
第４章　非営利組織の財源
第５章　企業会計概要
第６章　公益法人
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第８章　社会福祉法人

第９章　ＮＰＯ法人
第10章　寄付税制
第11章　遺贈
第12章　地方公共団体の財政とふるさと納税
第13章　諸外国の非営利組織会計
第14章　歳入と歳出から見る国と地方効用団体の

会計
第15章　国や地方公共団体の発生主義会計
第16章　起業のために
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刊行即重版の『ジョブ・クラフティング』イベント開催！　その他パブリシ
ティも続 ！々
　高尾義明（東京都立大学大学院教授）・森永雄太（武蔵大学教授） 編著の『ジョ

ブ・クラフティング―仕事の自律的再創造に向けた理論的・実践的アプローチ』

の出版記念として、著者・読者の交流イベントが6/28（水）に開催されます。

https://peatix.com/event/3604911

　オンラインとリアルの同時開催で、執筆者11人のうち、編著者２人を含む

９人程度が登壇予定ということで、日本の第一線のジョブ・クラフティング研

究者が集結する豪華な企画です。

　この他、「日本の人事部」サイト、「WEB労政時報」で書評が掲載されました。

　この本は発売から１週間経たずに重版がかかっています。在庫の確認をお願

いします！

978-4-561-26774-4　/　A5判上製　320頁　/　3364円＋税　【２刷】

『宣伝会議』７月号『デジタルマーケティング大全』著者インタビュー掲載！
　『宣伝会議』2023年７月号に、『デジタルマーケティング大全』著者の

進藤美希氏（東京工科大学教授）インタビューが掲載されました。

　一頁全面を使ったもので、「ビジネスの成功のカギは自由に考え、未来

への意思を持つこと」と見出しがつけられており、本の内容について、

著者の言葉で改めて紹介しつつ、著者に届いた読者の声を紹介していま

す。

978-4-561-65244-1　/　A5判並製　340頁　/　2727円＋税

『チャイナ・エコノミー第２版』間もなく発売、POP作りました！ 
6/26毎日カラーサンムツ、特設サイトなど展開します!
　『チャイナ・エコノミー第２版』は6/16配本で、この新刊案内がお手元に届くころには発売になっ

ているものと思います。

　毎日新聞カラーサンムツの6/26（月曜）出稿が決まっています。また、特設サイ

トの展開を進めており、また書店様イベントが１件すでに決まっています。

　POPも作りました。下記URLからデータをダウンロードいただけますが、挟み

込み注文書１枚目で必要枚数・書店名をお知らせいただけ

れば郵送でお送りすることも可能です。販促をよろしくお

願いいたします！
https://www.hakutou.co.jp/download/bookstore/chinaeconomypop2.pdf

978-4-561-91140-1　/　A5判並製　408頁　/　2727円＋税
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ご案内済み書籍の配本・刊行スケジュール　6/15時点 ※定価表記がないものは予価、またタイトルも仮題

配本・刊行済
** 人間の仕事
978-4-561-26773-7　定価（3818円＋税）

間もなく配本
** チャイナ・エコノミー第２版〔６月中旬〕
978-4-561-91140-1　定価（2727円＋税）

* 財務管理の基礎知識第４版〔６月中旬〕
978-4-561-35231-0　定価（2364円＋税）

** リサーチ・クエスチョンの作り方と育て方〔６月中
旬→６月下旬〕
978-4-561-26782-9　2727円＋税

** オンラインプラットフォームの経営〔６月中旬→６
月下旬〕
978-4-561-26751-5　3545円＋税

** フォレンジック会計〔６月下旬〕
978-4-561-34229-8　3364円＋税

異国情緒の感じ方〔６月下旬〕
978-4-561-66247-1　2773円＋税

次号以降の配本・刊行
** 因果過程追跡の基礎〔７月下旬→８月上旬〕
978-4-561-26783-6　1818円＋税

高収益生産財メーカーの研究〔６月下旬→８月下旬〕
978-4-561-26780-5　3636円＋税

*は「平積み推奨」、**は「特に平積み推奨」
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挟み込み３枚目の一覧注文書でご注文を！

①ジョブ・クラフティング 
仕事の自律的再創造に向けた理論的・実践的
アプローチ

高尾義明・森永雄太 編著
A5判上製
320頁
定価（3364円＋税）
978-4-561-26774-4
2023年３月刊

【２刷】

②制度複雑性のマネジメント 
論理の錯綜と組織の対応

舟津昌平著
A5判上製　224頁
定価（2818円＋税）
978-4-561-26779-9
2023年３月刊

【３刷】

③組織論レビューⅢ 
組織の中の個人と集団

組織学会 編
A5判上製　240頁
定価（3000円＋税）
978-4-561-26768-3
2022年刊９月刊

④組織論レビューⅣ 
マクロ組織と環境のダイナミクス

組織学会 編
A5判上製　260頁
定価（3000円＋税）
978-4-561-26769-0
2022年刊９月刊

⑤共に働くことの意味を問い直す 
職場の現象学入門

山口一郎 監修
露木恵美子 編著
柳田正芳 編集
A5判変型　204頁
定価（1818円＋税）
978-4-561-21767-1
2021年刊
【２刷】

2022年度下期売れ筋
　2022年度下期、良く動いたアイテムをご紹介します。３枚

目の一覧注文書の左上にまとめています。在庫をご確認くだ

さい！

　①『ジョブ・クラフティング』は、従業員自身が自発的に仕

事のリデザインを行うという考え方で、業務効率のみならず

従業員のウェルビーイングを高める効果も確認されており、

注目のテーマとなっています。その現在の研究、実践におけ

る課題をまとめた研究書で、発売後すぐ重版がかかりました。

当新刊案内２面にイベントの案内もあり、今後も売り伸びて

いくものと考えています。

　②『制度複雑性のマネジメント』は、３月の刊行後はや３刷

りとなりました。各自がそれぞれの属するコミュニティの論

理がコンフリクトを生み、解決が難しい状況となりがちです。

このような＜話の合わない＞事例は、社会にあふれています。

そして、主要な章には「ノンテクニカルサマリー」を収録し、

一般の方にも読みやすく工夫されているため、支持されてい

るようです。

　③『組織論レビューⅢ』、④『組織論レビューⅣ』は、組織論に

関するレビュー論文の集成で、ⅠとⅡも重版がかかりました。

レビュー論文は、既存の研究を体系的に収集・検討し、それ

自体で学術的貢献を生み出している論文です。

　③は個人と組織、④はマクロレベルの組織論を扱っていま

す。

　⑤『共に働くことの意味を問い直す』は、新型コロナ禍によっ

て、リモートワークやオンライン会議が日常化する中で職場

におけるコミュニケーションや創造的な場づくりはどのよう

にしたらよいのかを考えます。その際、「人と人との関係性」

の深層を掘り下げる現象学を使っており、現象学の読者にも

支持されています。

　また、上記売れ筋の確認に合わせ、下記旧版の在庫確認も

よろしくお願いします！
ケースで学ぶ財務会計 第９版
978-4-561-35228-0（旧版は 35219-8）

現代流通事典 第３版 
978-4-561-65243-4（旧版は 65176-5）

ロングセラーの深層


